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3月1日の本会議で、2012年度補正予算が採決された

後、2013年度予算案が提案されました。

子どもやお年寄りの悲鳴に耳を傾けた？
河村市長は提案説明で「子どもやお年寄りの悲鳴に

耳を傾け、地域の安全・安心に気配りした庶民の生活

を大切にする予算案となった」と語り、「発展のキー

ワードは本物」として名古屋城本丸御殿や蒸気機関車C

56を例に挙げながら、草薙の剣や熱田神宮、尾張戸神

社などの歴史的・文化的資産を活かし、「本物性を追

求した都市の魅力づくりをすすめる」などの説明を行

いました。

保育料等を値上げ、図書館等を民間委託
減税112億円を行っても市税は158億円増えますが、

「厳しい財政」を理由に、生ゴミ処理機の助成やファー

ブル号の廃止、障害者福祉施設運営費補助金や留守家

庭児童健全育成事業などの助成の見直し・廃止をはじ

め、志段味図書館などの民営化、職員削減で経費削減

を行うとしています。

保育料の値上げなど市民に新たな負担を強いる、く

らしに冷たい予算案と言わざるをえません。

市民の悲鳴に本当に応えられる「本物の市長」こそ、

今求められています。

条例案では「中小企業振興基本条例」の制定などが

提案されました。（名古屋市会のホームページ、市会

の日程→会期中の本会議・委員会に提案説明が掲載さ

れています。）

小中学校のエアコンを追加補正で計上へ
教育委員会が予算要求し、市長が高すぎると言って

予算計上しなかった小中学校のエアコン設置が、追加

の補正予算を計上することになりました。

2013年度の当初予算要求では、中学校93校に72億円

（小学校223校は2014～2016の予定）を提示していまし

たが予算化が見送られ、その後、2012年度補正予算で、

小学校2,221室の設計、中学校1,765室の設計､工事に64

億円を要求しましたが再び見送り。今回51億円に減額

して2012年度補正予算として提案されます。

キーワードは「本物」(河村市長)
市民の願いに応えられる「本物の市長」こそ必要

２０１３年度
名古屋市予算案

一般会計当初予算の性質別内訳 （単位：千円、％）

区分

2013年度 2012年度

予算額 構成
比

前年
度比 予算額 構成

比
前年
度比

義務的経費 567,591,083 55.3 100. 564,614,795 54.9 99.5

人件費 168,777,029 16.4 98.3 171,751,896 16.7 97.8

扶助費 259,394,755 25.3 102. 253,744,296 24.7 100.5

公債費 139,419,299 13.6 100. 139,118,603 13.5 99.6

投資的経費 75,532,810 7.4 103. 73,199,207 7.1 80.7

普通建設事業 75,532,810 7.4 103. 73,128,207 7.1 80.6

補助事業 37,899,492 3.7 95.3 39,752,172 3.9 93.2

国直轄事業 3,100,000 0.3 88.6 3,500,000 0.3 66.0

単独事業 34,533,318 3.4 115. 29,876,035 2.9 69.9

災害復旧事業 - - 皆減 71,000 - 皆増

その他 382,785,107 37.3 97.9 390,962,998 38.0 99.9

物件費 84,237,372 8.2 99.6 84,540,655 8.2 95.2

維持補修費 21,583,235 2.1 98.9 21,823,077 2.1 97.4

補助費等 102,822,494 10.0 94.5 108,792,783 10.6 105.5

積立金 4,876,344 0.5 98.2 4,966,984 0.5 132.5

投資及び出資金 4,141,486 0.4 51.8 8,001,741 0.8 79.3

貸付金 84,586,465 8.3 98.1 86,227,736 8.4 98.1

繰出金 80,437,711 7.8 105. 76,510,022 7.4 101.6

予備費 100,000 0.0 100. 100,000 0.0 100.0

計 1,025,909,000 100.0 99.7 1,028,777,000 100.0 98.0

「減税」「民主」で会派離脱、相次ぐ
民主党の山本議員（緑区）が2月25日に離党、「既得権

打破の会」に。減税日本ナゴヤは2月26日、さいとう美咲

議員（中区）が離団し「新

政会」に。28日、うさみい

く愛議員（港区）が離党し

「地方分権改革会」へ、3月

1日、片桐栄子議員（熱田区）

が離党し「市民クラブ」を

それぞれ立ち上げました。

３月１日から、減税日本

新政会が名称を「新政会」

に変更しました。

新たな会派構成 （2013年３月1日）

・日本共産党名古屋市会議員団 ５人

・減税日本ナゴヤ １８人

・自由民主党名古屋市会議員団 １８人

・公明党名古屋市会議員団 １２人

・民主党名古屋市会議員団 １０人

・新政会 ７人

・諸派 ４人
・既得権打破の会 １人

・市民クラブ １人

・地方分権改革会 １人

・無所属クラブ １人

・欠員(守山区) １

わしの議員が代表質問
３月６日午後４時ころ

ぜひ傍聴にお出かけください。


